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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第61期

第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 8,810,336 9,771,882 19,230,260

経常利益 (千円) 298,237 294,949 1,068,702

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 121,851 186,438 288,409

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 109,824 416,890 1,071,186

純資産額 (千円) 11,881,683 13,071,235 12,741,690

総資産額 (千円) 22,194,941 22,807,398 23,136,546

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 16.96 25.94 40.13

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 50.41 53.95 51.92

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 897,563 557,431 1,994,986

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △980,507 260,088 △1,593,547

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 365,750 △928,657 △175,126

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,628,598 6,887,001 6,913,417
 

　

回次
第61期

第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 45.56 10.30
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに対するワクチン接種の普及や感染者数

の減少が見られるものの、度重なる感染拡大を背景に経済活動の制限や外出自粛要請が実施され、消費の落ち込み

や雇用環境の悪化など依然として厳しい状況が続いております。

世界経済におきましては、感染拡大防止策の効果により先進国を中心に景気は持ち直しつつありますが、感染の

再拡大が各国で懸念されており、先行き不透明な状況が続いております。

当社を取り巻く業界におきましては、新型コロナウイルスの感染拡大による影響が続いておりますが、自動車関

連部品を中心に、前年同四半期における大幅な需要減少からの回復が見られました。しかしながら、自動車関連や

家電分野では、東南アジアでの新型コロナウイルスの感染拡大による製品生産の停滞や半導体不足に伴う得意先に

よる生産調整を背景に、受注は当第２四半期終盤より減少に転じました。電子ペンやプリンター部品では、テレ

ワークや在宅勤務の増加を背景に、一定の需要を維持しております。医療機器関連では、各国における経済活動の

制限に影響を受けつつも、健康志向の増加に伴う医療ニーズの高まりを背景に、需要は底堅く推移しております。

このような経済環境の中、当社グループにおきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い減少していた取

引先からの受注が回復したことなどにより、売上高は増加いたしました。一方で、感染拡大を背景とした生産効率

の悪化に伴う費用や固定費が高止まりしたことにより、営業利益は減少いたしました。経常利益は、米ドルに対す

る円安による影響の減少により微減となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産の売却益等に

より増加いたしました。その結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は97億７千１百万円と前年

同四半期と比べ９億６千１百万円(10.9％)の増収、営業利益は２億８千２百万円と前年同四半期と比べ６千５百万

円(18.9％)の減益、経常利益は２億９千４百万円と前年同四半期と比べ３百万円(1.1％)の減益、親会社株主に帰

属する四半期純利益は１億８千６百万円と前年同四半期と比べ６千４百万円(53.0％)の増益となりました。

なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月

31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を適用しております。詳細につきましては、「第４ 経理の状況 　

１ 四半期連結財務諸表　注記事項　(会計方針の変更)」をご確認ください。
　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　プラスチック成形事業

当セグメントにおきましては、自動車関連部品やデジタルカメラ部品を中心に取引先からの受注が回復し、

増収となりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大による生産効率の悪化に伴う費用や固定費の高止まりに

より、減益となりました。その結果、当第２四半期連結累計期間において、売上高はセグメント間の内部売上

高を含めて92億７千５百万円と前年同四半期と比べ９億３千５百万円(11.2％)の増収となり、セグメント利益

(営業利益)は２億８千２百万円と前年同四半期と比べ１億１千８百万円(29.6％)の減益となりました。
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②　精密プレス部品事業

当セグメントにおきましては、新型コロナウイルスの感染拡大や半導体不足を背景に、電子部品の調達が

滞っており、デジタルカメラ部品や自動車関連部品では低調が続いております。一方、相次ぐ原材料の値上げ

により付加価値が圧迫されたものの、医療機器や電子ペン部品の売上高は堅調に推移しました。その結果、当

第２四半期連結累計期間において、売上高はセグメント間の内部売上高を含めて３億６千１百万円と前年同四

半期と比べ１千６百万円(4.3％)の減収となり、セグメント損失(営業損失)は５千３百万円(前年同四半期はセ

グメント損失(営業損失)６千万円)となりました。

③　プリント基板事業

当セグメントにおきましては、設計部門では、中国市場における需要回復を背景に、設計業務の売上高は増

加傾向にあります。検査部門では、付加価値を付けた特殊基板の受注の確保を続けており、売上高も好調に推

移いたしました。その結果、当第２四半期連結累計期間において、売上高はセグメント間の内部売上高を含め

て１億７千万円と前年同四半期と比べ４千３百万円(34.3％)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は５千

４百万円と前年同四半期と比べ４千５百万円(536.2％)の増益となりました。
 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億９千４百万

円減少し、153億５千１百万円となりました。有価証券が７億２千７百万円、未収入金が１億２千４百万円それぞ

れ減少し、仕掛品が１億１千９百万円、原材料及び貯蔵品が３億６千２百万円増加したことなどが主な要因です。

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３千４百万円減少し、74億５千５百万円となりました。有形

固定資産が１千９百万円減少したことなどが主な要因です。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ３億２千９百万円減少し、228億７百万円となりました。

また、流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ２億７百万円減少し、71億５千６百万円となりまし

た。短期借入金が１億４千万円、1年内返済予定の長期借入金が１億６千３百万円、その他(流動負債)が２億８千

９百万円それぞれ減少し、支払手形及び買掛金が２億８千４百万円増加したことなどが主な要因です。

固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ４億５千１百万円減少し、25億８千万円となりました。長期

借入金が４億９千１百万円減少したことなどが主な要因です。

この結果、負債の部は、前連結会計年度末に比べ６億５千８百万円減少し、97億３千６百万円となりました。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３億２千９百万円増加し、130億７千１百万円となりました。

利益剰余金が９千９百万円、為替換算調整勘定が１億５千４百万円それぞれ増加したことなどが主な要因です。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、68億８千７百万円となり、前年同四半期と比べ２億

５千８百万円(3.9％)増加いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純

利益３億１千９百万円、非資金費用である減価償却費６億２千６百万円及び棚卸資産の増加額４億６千８百万円な

どにより、営業活動全体として５億５千７百万円の収入となり、前年同四半期と比べ収入が３億４千万円(37.9％)

の減少となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、定期預金の払戻による

収入４億１千５百万円、有価証券の純減額７億３千７百万円及び有形固定資産の取得による支出６億３千２百万円

などにより、投資活動全体として２億６千万円の収入(前年同四半期は９億８千万円の支出)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の純減額１

億４千万円及び長期借入金の返済による支出６億５千４百万円などにより、財務活動全体として９億２千８百万円

の支出(前年同四半期は３億６千５百万円の収入)となりました。
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(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等につきましては、特に定

めておりません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の実績

当社の売上高は新型コロナウイルスの感染拡大と、それに伴う緊急事態宣言、外出自粛要請、休業要請に伴う受

注減少からの回復に伴い、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同期比10.9％の増収となりました。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの取り扱い品目は、デジタルカメラ、ビデオカメラ、カーナビゲーション、電子ペン部品等であ

り、個人消費の動向をはじめ全般的な景気動向が、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。また、

当社グループ内の取引は、基本的に米ドルによる取引であるため為替の動向次第では当社グループの業績に影響を

与える可能性があります。

新型コロナウイルスの感染拡大による影響につきましては、当第２四半期連結累計期間において得意先からの受

注が回復し、売上高は増加いたしましたが、感染の再拡大が懸念されており、依然として先行き不透明な状況が続

いております。このような状況の中、当社グループは、工場稼働の制約やサプライチェーンの停止等に備えると同

時に、顧客各社の動向を注視し着実な受注活動を行う所存であります。今後の見通しにつきましては、需要の減退

や感染拡大防止策に伴う一定の経済活動の制限が全世界的に続くことが予想され、当社グループの事業全体に大き

な影響を与えると考えられます。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループでは、各部署からの最新の情報等を入手し、今後の事業展開の判断材料となるよう全取締役、各部

署長及び海外現地社長による会議を毎週開催しております。また、経営環境の変化に速やかに対応できるよう、主

要な部署に取締役を配置しております。

今後におきましても、取引先の要求に対して、高技術化、省力化で対応できるよう、当社グループ全体で機敏な

営業展開に努めるとともに、積極的に新規分野への進出を視野に入れ事業活動を展開してまいります。特に、主力

のデジタル家電機器関連、自動車関連部品を中心とした受注及び収益力の拡大を図り、更なる新事業を開拓するた

め、設備投資等による新技術の開発や業務の効率化を図ります。また、製造のグローバル化に対応するため海外企

業間の直接取引を拡大し、連結業績の向上に努めてまいります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,739,548 7,739,548
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 7,739,548 7,739,548 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年９月30日 ― 7,739,548 ― 2,188,960 ― 2,211,687
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(5) 【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

田中　肇 岐阜市 491 6.84

株式会社大垣共立銀行 大垣市郭町三丁目98番地 328 4.58

株式会社十六銀行 岐阜市神田町八丁目26番地 270 3.77

名古屋中小企業投資育成株式会社 名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号 247 3.44

株式会社日本カストディ銀行
(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 246 3.43

ムトー精工従業員持株会 各務原市鵜沼川崎町一丁目60番地の１ 234 3.27

ＢＢＨ ＦＯＲ ＦＩＤＥＬＩＴＹ
ＬＯＷ－ＰＲＩＣＥＤ ＳＴＯＣ
Ｋ ＦＵＮＤ
(ＰＲＩＮＣＩＰＡＬ 　ＡＬＬ 　
ＳＥＣＴＯＲ　ＳＵＢＰＯＲＴＦ
ＯＬＩＯ)
(常任代理人 株式会社三菱ＵＦＪ
銀行)

２４５ ＳＵＭＭＥＲ ＳＴＲＥＥＴ ＢＯＳ
ＴＯＮ，ＭＡ ０２２１０ Ｕ．Ｓ．Ａ．
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 決済
事業部)

232 3.23

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 220 3.06

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋市千種区不老町１ 200 2.78

岩井コスモ証券株式会社 大阪市中央区今橋一丁目８番12号 125 1.74

計 － 2,597 36.14
 

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式552千株があります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 246千株
 

３．2019年11月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、ＦＭＲ　ＬＬＣが2019年11月15

日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在

における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

ＦＭＲ　ＬＬＣ
２４５ ＳＵＭＭＥＲ ＳＴＲＥＥＴ
ＢＯＳＴＯＮ，ＭＡ ０２２１０
Ｕ．Ｓ．Ａ．

388 5.01

 

４．2021年４月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三井住友ＤＳアセットマネジメ

ント株式会社及びその共同保有者であるＳＭＢＣ日興証券株式会社が2021年３月31日現在で以下の株式を

所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式

数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

三井住友ＤＳアセットマネ
ジメント株式会社

東京都港区虎ノ門一丁目17番１号
虎ノ門ヒルズビジネスタワー26階

380 4.91

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
東京都千代田区丸の内三丁目３番
１号

63 0.81
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 552,900

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,179,100
 

71,791 ―

単元未満株式 普通株式 7,548
 

― ―

発行済株式総数 7,739,548 ― ―

総株主の議決権 ― 71,791 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ムトー精工株式会社

岐阜県各務原市鵜沼
川崎町一丁目60番地の１

552,900 － 552,900 7.14

計 ― 552,900 － 552,900 7.14
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,379,691 7,269,159

  受取手形及び売掛金 3,416,849 3,400,323

  電子記録債権 642,540 745,583

  有価証券 727,319 －

  商品及び製品 918,175 941,056

  仕掛品 978,547 1,098,423

  原材料及び貯蔵品 1,213,611 1,575,784

  未収入金 195,397 70,483

  その他 175,856 252,843

  貸倒引当金 △1,825 △2,108

  流動資産合計 15,646,166 15,351,550

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,159,168 2,061,268

   機械装置及び運搬具（純額） 2,578,047 2,523,453

   土地 1,163,269 1,145,856

   リース資産（純額） 110,691 107,301

   建設仮勘定 120,351 184,011

   その他（純額） 660,950 750,606

   有形固定資産合計 6,792,479 6,772,497

  無形固定資産 211,395 194,942

  投資その他の資産   

   投資有価証券 166,020 159,887

   退職給付に係る資産 151,651 161,172

   繰延税金資産 4,150 5,207

   その他 167,449 165,382

   貸倒引当金 △2,767 △3,239

   投資その他の資産合計 486,504 488,408

  固定資産合計 7,490,379 7,455,848

 資産合計 23,136,546 22,807,398
 

 

EDINET提出書類

ムトー精工株式会社(E01032)

四半期報告書

10/23



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,022,203 2,306,807

  短期借入金 2,550,000 2,410,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,319,642 1,156,454

  未払法人税等 58,245 95,716

  賞与引当金 192,624 265,535

  関係会社整理損失引当金 305,931 296,308

  その他 914,950 625,226

  流動負債合計 7,363,597 7,156,047

 固定負債   

  長期借入金 2,209,840 1,718,032

  繰延税金負債 282,296 303,758

  役員退職慰労引当金 164,833 177,356

  退職給付に係る負債 261,993 272,991

  その他 112,295 107,976

  固定負債合計 3,031,258 2,580,114

 負債合計 10,394,856 9,736,162

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,188,960 2,188,960

  資本剰余金 2,246,168 2,246,168

  利益剰余金 8,573,937 8,673,038

  自己株式 △397,961 △397,961

  株主資本合計 12,611,104 12,710,205

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △1,294 38,532

  為替換算調整勘定 △597,321 △443,020

  その他の包括利益累計額合計 △598,615 △404,488

 非支配株主持分 729,201 765,518

 純資産合計 12,741,690 13,071,235

負債純資産合計 23,136,546 22,807,398
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 8,810,336 9,771,882

売上原価 ※2  7,294,059 ※2  8,119,148

売上総利益 1,516,276 1,652,733

販売費及び一般管理費 ※1,2  1,167,765 ※1,2  1,370,083

営業利益 348,511 282,649

営業外収益   

 受取利息 30,880 43,151

 受取配当金 2,943 3,102

 その他 24,498 13,379

 営業外収益合計 58,321 59,632

営業外費用   

 支払利息 15,215 17,397

 為替差損 92,213 29,935

 その他 1,165 －

 営業外費用合計 108,594 47,333

経常利益 298,237 294,949

特別利益   

 固定資産売却益 706 75,964

 特別利益合計 706 75,964

特別損失   

 固定資産売却損 4,503 2,211

 固定資産除却損 11,041 2,548

 投資有価証券評価損 － 46,486

 特別損失合計 15,545 51,246

税金等調整前四半期純利益 283,399 319,667

法人税等 134,775 113,724

四半期純利益 148,624 205,942

非支配株主に帰属する四半期純利益 26,772 19,503

親会社株主に帰属する四半期純利益 121,851 186,438
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 148,624 205,942

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,376 39,826

 為替換算調整勘定 △51,176 171,121

 その他の包括利益合計 △38,799 210,948

四半期包括利益 109,824 416,890

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 75,445 380,565

 非支配株主に係る四半期包括利益 34,379 36,324
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 283,399 319,667

 減価償却費 588,241 626,813

 有形固定資産除却損 11,041 2,548

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △330 283

 賞与引当金の増減額（△は減少） 78,084 69,943

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 60 12,523

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,522 8,690

 受取利息及び受取配当金 △33,823 △46,253

 支払利息 15,215 17,397

 投資有価証券評価損益（△は益） － 46,486

 有形固定資産売却損益（△は益） 3,797 △73,753

 売上債権の増減額（△は増加） △451,259 △63,031

 棚卸資産の増減額（△は増加） 111,565 △468,564

 仕入債務の増減額（△は減少） 261,088 286,011

 未払消費税等の増減額（△は減少） 8,738 △54,959

 関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △9,623

 その他 109,466 △60,092

 小計 987,807 614,088

 利息及び配当金の受取額 33,906 46,286

 利息の支払額 △16,560 △16,782

 法人税等の支払額 △109,223 △87,990

 法人税等の還付額 1,633 1,829

 営業活動によるキャッシュ・フロー 897,563 557,431

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △302,366 △328,780

 定期預金の払戻による収入 365,456 415,347

 有価証券の純増減額（△は増加） △798,833 737,253

 有形固定資産の取得による支出 △228,735 △632,822

 有形固定資産の売却による収入 1,313 77,834

 無形固定資産の取得による支出 △1,644 △10,657

 その他 △15,698 1,914

 投資活動によるキャッシュ・フロー △980,507 260,088

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 △140,000

 長期借入れによる収入 500,000 －

 長期借入金の返済による支出 △739,232 △654,996

 配当金の支払額 △68,034 △85,355

 非支配株主への配当金の支払額 △21,378 △43,784

 その他 △5,605 △4,522

 財務活動によるキャッシュ・フロー 365,750 △928,657

現金及び現金同等物に係る換算差額 △68,620 84,722

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 214,186 △26,415

現金及び現金同等物の期首残高 6,414,412 6,913,417

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  6,628,598 ※1  6,887,001
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、有償支給取

引について、従来は、有償支給した支給品の譲渡益に係る収益を認識しておりましたが、当該支給品の譲渡益に係

る収益を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

収益認識会計基準等の適用による、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であり

ます。

「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(税金費用の計算)

海外連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(新型コロナウイルスの感染拡大の影響に関する会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の (追加情報) (新型コロナウイルスの感染拡大の影響に関する会計上の見積

り) に記載した新型コロナウイルスの感染拡大による今後の広がり方や収束時期を含む仮定について重要な変更は

ありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

発送運賃 267,782千円 342,619千円

報酬及び給与 458,855千円 489,974千円

賞与引当金繰入額 50,572千円 52,948千円

退職給付費用 2,279千円 6,342千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,625千円 7,095千円
 

 

※２　雇用調整助成金等

前第２四半期連結累計期間 (自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

当社グループは、新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置の適用を受けており、助成金給

付額75,163千円のうち、52,428千円を製造原価から、22,734千円を販売費及び一般管理費の報酬及び給与から

控除しております。

 
当第２四半期連結累計期間 (自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

当社グループは、新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置の適用を受けており、助成金給

付額7,245千円のうち、5,066千円を製造原価から、2,178千円を販売費及び一般管理費の報酬及び給与から控除

しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

現金及び預金 6,928,342千円 7,269,159千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △299,743千円 △382,157千円

現金及び現金同等物 6,628,598千円 6,887,001千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 68,274 9.50 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月13日
取締役会

普通株式 57,494 8.00 2020年９月30日 2020年12月15日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日
定時株主総会

普通株式 86,239 12.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月12日
取締役会

普通株式 57,493 8.00 2021年９月30日 2021年12月14日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 

プラスチック
成形事業

精密プレス
部品事業

プリント基板
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 8,331,489 351,941 126,905 8,810,336 － 8,810,336

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,682 25,661 － 34,343 △34,343 －

計 8,340,171 377,602 126,905 8,844,679 △34,343 8,810,336

セグメント利益又は損失(△) 400,828 △60,825 8,507 348,511 － 348,511
 

(注）セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 

プラスチック
成形事業

精密プレス
部品事業

プリント基板
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 9,268,502 332,926 170,453 9,771,882 － 9,771,882

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,179 28,356 － 35,535 △35,535 －

計 9,275,681 361,283 170,453 9,807,418 △35,535 9,771,882

セグメント利益又は損失(△) 282,365 △53,837 54,121 282,649 － 282,649
 

(注）セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

財又はサービスの種類別の内訳

(単位：千円)

 報告セグメント
合計

 
プラスチック
成形事業

精密プレス
部品事業

プリント基板
事業

自動車関連部品 3,624,982 － － 3,624,982

ビデオカメラ部品 236,779 － － 236,779

デジタルカメラ部品 1,714,592 － － 1,714,592

プリンター部品 1,163,330 － － 1,163,330

電子ペン部品 739,018 － － 739,018

金型 910,219 － － 910,219

プレス部品 － 332,926 － 332,926

プリント基板 － － 170,453 170,453

その他 879,579 － － 879,579

顧客との契約から生じる収益 9,268,502 332,926 170,453 9,771,882

外部顧客への売上高 9,268,502 332,926 170,453 9,771,882
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益 16円96銭 25円94銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 121,851 186,438

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

121,851 186,438

普通株式の期中平均株式数(株) 7,186,764 7,186,639
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第62期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当について、2021年11月12日開催の取締役会において、

2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                  57百万円

②　１株当たりの金額      　                     ８円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日    2021年12月14日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月12日

ムトー精工株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　 名古屋事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　谷　　浩　　二  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　橋　　敦　　司  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているムトー精工株式

会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ムトー精工株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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